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　岡山市北区にある日本庭園。日本三名園の一つで国の
特別名勝に指定されている。江戸時代初期に岡山藩主・
池田綱政によって造営された元禄文化を代表する庭園。
園内では約 250 本のカエデをはじめ、サクラやイチョ
ウなどの紅葉が楽しめる。中でも 100 本のカエデから
なる「千入の森」や築山「唯心山」は園内一の紅葉スポッ
トである。紅葉が見頃を迎える 11月には、日没後紅葉
した木々を中心にライトアップされる「秋の幻想庭園」
が実施される。

岡山後楽園
おかやまこうらくえん
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　岡山県印刷関連産業協議会の主催で「PRIC フォーラ
ム岡山 2017」が開催されました。県内関連企業の会員
並びに賛助会員の企業から新商品・新技術の情報発信
をしていただく展示会と岡山県印刷工業組合と岡山県
製本工業組合が共催で「ストップ・ザ・トラブル」と
題して、印刷技術を再確認し、後工程を理解する事で、
ミスのないスムーズな工程管理を学ぶ講座も開催され
ました。
　オープンセレモニーでは、大塚泰文会長と出展企業
を代表して岡山県洋紙商連合会会長の高田正彦氏から
開会の挨拶があり、全員の記念撮影を行った後に開場
となりました。
　今回のフォーラムは、前回より大幅に広い会場で、賛
助会員 12社と岡山県印刷工業組合、岡山県製本工業組
合からも組合員企業紹介のスペースも設置されました。
　そして、新しい試みとして、出展企業の商品紹介セ
ミナー会場も設置されました。
　当日は、雨模様の開催日となり、午前中の見学者は
少なく心配されましたが、午後からは、印刷・製本組
合が行うセミナー参加者も増え、会場は賑わいを見せ
ました。

　最終的にフォーラムの来場者は、会社数 65社、人員
144名の方々に来て頂きました。
　午後４時、協議会の大谷副会長の閉会の挨拶で「PRIC
フォーラム岡山 2017」が閉会しました。
　今回出展いただいた賛助会員の会社は以下の通りで
す。（順不同）

会　社　名 住　所

１ ㈱小森コーポレーション 広島市西区南観音町20－４

２ 富士フイルムGGS ㈱ 大阪市中央区久太郎町４－１－３

３ 東洋インキ中四国㈱ 井原市木之子町3701－１

４ デュプロ㈱岡山支店 岡山市北区上中野１－19－39

５ ダイヤミック㈱大阪支店 大阪市中央区久太郎町１－３－９

６ DICグラフィックス㈱ 高松市国分寺国分425－１

７ リコージャパン㈱岡山支社 岡山市北区下中野236－６

８ ㈱メディアテクノロジージャパン 広島市南区的場町１丁目２－21

９ ㈱中国インキ商会 岡山市北区高柳東町７－８

10 合同印刷機材㈱岡山支店 岡山市南区新保1145－６

11 日宝綜合製本㈱ 岡山市中区今在家197－１

12 内外グループ 岡山市南区藤田566－157

13 岡山県洋紙商連合会 岡山市北区富田53－１（岡山紙商事内）

印刷の未来を導く、学びと新たなネットワークの構築

「PRIC フォーラム岡山 2017」開催
■ 開催日　平成 29 年９月 22 日（金）　　　■ 会場　第一セントラルビル１号館

大塚会長 挨拶 高田会長 大谷副会長 開会式
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「クライアントのための岡山発業界スタンダードの構築」を目指して

＜今回のフォーラム・セミナーについてのアンケート集計結果＞
１，展示会場の内容は興味が持てましたか？
　　①大変興味が持てた　15名　　②少し持てた　28名
　　③どちらでもない　７名
２，今後も展示会を開催したら良いと思いますか？
　　①大変思う　28名　　②少し思う　27名
　　③どちらでもない　２名　　④思わない　１名
＜全体の感想＞
　・�各関連業者が一体で取り組む事は、印刷業界にとって非常に大切

だと思う。
　・�参考になる機種の出展があり、来て良かったです。今後も開催し

て下さい。
　・実際に機械を見る事が出来、勉強になりました。
　・各社のサンプル展示と製作工程があれば面白いと思った。
　・�少し気になる製品について企業の方に話しを聞く事が出来て良かっ

たです。
　・もっと告知をしたほうが良いと思います。
　・新しい商品に興味があり、今後活用してみたい。
３，講座①「プレス編」の内容は興味が持てましたか？
　　①大変興味が持てた　13名　　②少し興味が持てた　12名
　　③どちらとも言えない　４名
４，講座②「ポストプレス編」の内容は興味が持てましたか？
　　①大変興味が持てた　23名　　②少し興味が持てた　12名
　　③どちらでもない　１名
＜講座に対する感想＞
　・基礎を見直せる良い機会になりました。とても質の高い講座でした。
　・今回の講座を通して、理解しているつもりを再確認しました。
　・毎日している仕事の確認が出来ました。� 他８件
　・製本の事を、解りやすく説明を受けて今後の仕事に役立ちます。
　・伝えにくい内容を非常に解りやすく説明して頂きました。
　・もっと、印刷会社の社員に製本の事を教えて下さい。� 他 16件

「PRIC フォーラム岡山 2017」来場者アンケートについて

　印刷会社・製本会社の社員を対象にした基本的な印刷業務の手法・作業
工程間の連動・工程間を越えた基礎的知識などの標準化を目指して、今回「プ
レス編」「ポストプレス編」の講座を行いました。
　「プレス編」は、富士フイルムグローバルグラフィックシステムズ㈱の専
門講師による「求められる印刷品
質」と題して行われました。
　「ポストプレス編」は、製本工業
組合の大谷講師による「製本発注
時における課題」と題して講義が

行われ、両講座とも会場一杯の50名を越える受講者でした。
　今後、両講座は継続して開催し、「岡山発業界スタンダード」の構築に努
めます。

講座１　プレス編

講座２　ポストプレス編
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　今年度第２回目の岡山市との「官公需懇談会」が、
９月 20日（水）に岡山市役所で開催された。出席者は、
岡山市側から財政局審議官の森本章男氏、契約課山本 
晃課長、水野剛課長補佐の三人、岡山県印刷関連産業
協議会からは、大塚泰文会長、土師健嗣副会長、藤原  
守理事、栗平事務局長の四人、そして、今回も市議会
議員の吉本けんじ氏も参加頂き意見交換を行った。
　今回は第１回の懇談会で協議会からの要望に対する
市側の見解を頂く会で、山本課長から説明を受けた。
　冒頭、山本課長から第１回の懇談会での要望を受け、
６月 30日付けで市役所の関係課長宛に「分離・分割発
注及び適切な許容価格の作成について」の通達を行っ
た旨の説明が行われた。また、「岡山県内に本社・工場
がある印刷会社への発注」については、地元発注に心
がけるように注意してほしいと連絡した事が報告され
た。

　また、意見交換として、７月 25日に閣議決定した「著
作権の権利範囲を明確化して財産的価値に留意する」
契約の基本方針について、大塚会長から説明し、今後
現状を踏まえた内容について検討する事を確認し、第
２回の懇談会は終了した。

岡山市との懇談会

　「平成 29年度中小企業者に関する国等の契約の基本方針」が７月 25日に閣議決定され、全印工連、全印政連
が以前から強く要望していた官公需における著作権の適正な取り扱いについて、「知的財産権の財産的価値につ
いて十分に留意した契約内容とするように努めるものとする」が盛り込まれました。これにより、仕様書、約款
等から「無償譲渡」等の知的財産権を軽視した記載が一掃される事が期待されます。
　今後は、実効性が求められる事となりますが、全印工連では「基本方針」を解説する中小企業庁発行の「官公
需契約の手引き」の公表後に組合員向けに詳細な情報提供を行い、各県工組を通じて発注者である自治体等に対
しても、知的財産権の利用範囲の明確化や、知的財産権の適切な取り扱いの周知・徹底を行う予定です。
� （全印工連）

　岡山市と「第２回官公需懇談会」開催
■ 平成 29 年９月 20 日（水）10：00 ～　■ 岡山市役所２階会議室

「平成 29 年度中小企業者に関する国等の契約の基本方針」

著作権の権利範囲を明確化して財産的価値に留意しよう。

官公需情報
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　今年２月に開催した「マーケティング・ブランディングセミナー」の第２回目を開催。
　講師には、就実大学副学長、経営学部教授の杉山慎策先生をお招きし開催しました。
　前回のセミナーが大変に好評で、今回の参加者のほとんどが前回の受講者でした。
　内容は、デジタル化の進展で激しさの増す中小印刷業界の業態変革による付加価値創造、収益拡大に繋げるべく「新
たなビジネスモデルの開発、販路開拓に向けたセミナー」で、その基本となるマーケティング論について学びました。
後半は杉山教授から与えられ
た課題をグループで論議し、
その内容を発表し成果を問う
内容でした。
　参加者のアンケートから
は、今後も継続して開催して
欲しいと言う要望が多くあり
ました。

　近年、「求人募集しているのに中々採用出来ない」という切実な問題が
起きています。採用バブルの影響で人材不足や採用難は、中小企業にとっ
ては深刻化しています。
　今回のセミナーでは、あきた社会保険事務所の穐田恒雄社労士を講師
にこの問題の対処について講義を頂きました。併せて、最近の労務トラ
ブルの内容や 10月から施行される育児休業給付金の支給期間変更などの
説明を受けました。
　また、セミナー修了後、個々の企業の問題についての相談も受けて頂
きました。今回のセミナー受講者は、13社 15名でした。

労務管理セミナー

杉山慎策教授 受講風景

　第２回「マーケティング＆ブランディングセミナー」開催

　「人材採用戦略と労務管理のポイント」について「労務管理セミナー」開催

■ 平成 29 年９月５日（火）13：00 ～ 17：00　■ サン・ピーチ OKAYAMA

■ 平成 29 年９月 28 日（木）14：00 ～ 16：00　■ サン・ピーチ OKAYAMA
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労務問題 A
社会保険労務士　穐田　恒雄

& ??Q

Q 従業員が仕事のミスで会社に損害を与えた場合、会社は従業員に対して
損害賠償を請求する事が出来ますか。

１，事前に損害賠償の金額を決めておく事は出来ません。
　　�　相対的に弱い立場にある従業員を保護する趣旨から、雇用主の従業員に対する損害賠償請求について、法律上

一定の制限がなされています。具体的には事前に賠償額の予定契約をする事は出来ません。例えば、「誤植３回で
10,000 円の損害賠償金を支払う」「事故１回につき 50,000 円の損害賠償金を支払う」など決めておく事は出来
ません。

　　�　実際、損害が生じた都度、従業員と話し合って、弁済額を決める必要があります。

２，損害を発生させた従業員の給与（給料）を払わない事は出来ません。
　　�　損害を起こした従業員がいたとしても、その者の給与から損害賠償金を無断で天引きする事は出来ません。損

害賠償がある場合でも給与は全額支払って、それとは別で損害賠償を請求しなければなりません。ただし、従業
員より、給与から相殺の申し出があった場合は、控除は可能です。

３，従業員に過失があった場合の損害賠償の割合について
　　�　賠償請求出来るのはその従業員に故意または重大な過失があった場合に限ります。その過失が通常程度の場合

は責任を負わせない事が多いです。裁判例では、請求出来る賠償額を制限する事が一般的です。
　　�　例えば、従業員が居眠りにより操作を誤って機械を破損した事案の場合、裁判所は、使用者は従業員に重過失

がある場合のみ損害賠償を請求しうるとしたうえで、損害額の２割５分に限って賠償責任を認めています。（名古
屋地裁昭和 62・７・27判決・大隅鐵工所居眠り事件）

　　�　会社は従業員を使用して利益を得ているのだから、損害を発生させるある程度のリスクも負うべきという考え
方が根拠となっているようです。

A 従業員が会社に損害を与えた場合、損害賠償を従業員に請求する事は出来ます。
ただし、従業員への損害賠償請求について以下のような注意点がありますので、
ご参考になさって下さい。
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 支 部 だ よ り

岡山西支部

　岡山西支部（友野昌平支部長）は、９月８日（金）午後７時からアークホテ
ル岡山の「あくら」で支部会を開催しました。
　今回は、あきた労務管理事務所の穐田恒雄社会保険労務士を講師に「最近の
労使関係」について講演を頂きました。また、採用関係が厳しい印刷業界の対
応についても具体的なお話を頂きました。講演の後は、穐田先生を交えて食事
会を行い、情報交換をしました。今回の出席者は、８社８名でした。

　岡山県中小企業団体中央会が主催する「企業見学会」
が、９月７日（木）に開催されました。岡山県内の大学・
専門学校の学生が 20名参加。
　訪問見学した会社は、コーホク印刷㈱長船工場、日
宝綜合製本㈱長船工場、コーセイカン㈱、友野印刷㈱
の４社を訪問見学しました。
　参加者は印刷工場や製本工場の見学は初めてで、印刷
物が出来たり、製本機械で本が編冊される様子を見て感
激していました。また、印刷会社の２社は、デザイン作
成や校正など印刷前の仕事を興味深く見ていました。

　各社、近年入社された若い社員の印刷会社へ入社し
た動機や現在の仕事について説明を受け、また質問を
したりして興味を抱いていました。

合同企業見学会～バスツアー開催
� 印刷会社３社、製本会社１社

コーホク印刷㈱
友野印刷㈱
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大阪市天王寺区堂ヶ芝2丁目13番18号大阪支店/〒543-0033
TEL.06-6771-5568　FAX.06-6772-9661

岡山県洋紙商連合会
㈱石 本 洋 紙
 岡山市北区大内田 769-5 TEL.292-8500

岡 山 紙 商 事㈱
 岡山市北区富田 53-1 TEL.225-5151

㈱高 田 紙 店
 津山市東新町 25 TEL. （0868）23-2154

㈱高 田 洋 紙 店
 岡山市南区米倉 72-3 TEL.244-1234

㈱ペーパーックス岡山
 岡山市北区大内田 715-2 TEL.292-5131

㈱丸 加
 岡山市北区岡南町 2-2-36 TEL.222-0216

㈱光 畑 紙 店
 岡山市北区北長瀬本町 13-3 TEL.255-6788

　今年も残り２ヶ月になりました。
　厳しい、厳しいの繰り返しでその対応も中途半端。
　杉山教授から、厳しい業界なのに皆さん緊張感が
ない。
　と、叱咤激励？を頂きました。
　繰り返しの毎日でなく、一歩でも前進したい。
� （K）

 編 集 後 記


